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（寄稿）危機管理・運営局 企画調整部 上級研究員 佐藤 瞳

厚生労働省委託事業：感染症危機管理リーダーシップ人材育成事業

令和7年度 感染症危機管理リーダーシップ研修（長期）
開会式が4月17日に執り行われました

令和7年4月17日（木）、国立健康危機管理研究機構にて「感染症危機管理リー
ダーシップ研修（長期）」の開会式が開催されました。滋賀県および神奈川県から
１名ずつ、合計２名の研修生を受け入れました。

感染症危機管理リーダーシップ研修とは？
 

将来の感染症危機時に、地域における対応でリーダーシップを発揮できる人材を
育成することを目的に、地域の感染症危機管理においてリーダーシップを発揮でき
る人材に求められる能力（コンピテンシー）を習得するプログラムとなっています。

※令和５年度厚生労働科学研究（國土班研究（23HA2016））で作成※令和５年度厚生労働科学研究（國土班研究（23HA2016））で作成
したコンピテンシー案を踏まえて、厚生労働省が再定義

コンピテンシー： リーダーシップ系統 コンピテンシー： 専門性系統

令和７年度研修生

小林 亮太 滋賀県 東京本部 森岡 美香
神奈川県 健康医療局
保健医療部 健康危機・感染症対策課

この研修を通して健康危
機管理に関する知識を深
めるとともに、行政や医
療機関など多様な各所の
関係機関などとの調整・
マネジメントといった現
場で日々求められるスキ

感染症危機は私たちの社
会において、予測不可能
に発生するものというこ
とを身をもって体験をい
たしました。その時々で
迅速かつ適切な対応が求
められるということを今

感じております。多くの方と意見交換をさせ
ていただいて、ネットワーク作りが出来ます
ことを大変楽しみにしております。

ルの習得に努めてまいりたいと思います。
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開会式の様子

国立健康危機管理研究機構
理事長

國土典宏先生

本研修で学んだ内容をご自身の
自治体に持ち帰っていただき、
地域の感染症危機管理対応能力
の向上に寄与していただくこと
を切に願っております。

健康危機時にはコミュニケーション
力が非常に重要になりますので、研
修全体を通して積極的に意見を述べ、
質問をして、議論を交わして、研修
を満喫し、人脈を広げていただきた
いなと思っています。

地域での感染症ネットワーク
の形成は、今後の感染症対策
において非常に重要な役割を
果たすと考えております。

組織の意思決定や関係機関との調
整等に必要なリーダーシップやマ
ネジメント、コミュニケーション
などの、感染症危機時に必要な分
野横断的な能力や知識を、ぜひ学
んでいただきたいと思います。

厚生労働省 健康・生活衛生局
感染症対策部 部長

鷲見学先生

全国保健所長会 会長 / 
福岡県久留米市保健所 所長

藤田利枝先生

国立健康危機管理研究機構
国立国際医療センター
国際感染症センター長

大曲貴夫先生

実習・OJTの中では
パートナーの業務内
容を知ったり、技術
的な内容を知るとい
うことも非常に重要
なので、色々なパー
トナーの方々がどう
やって動かれている
のかというのは非常
に参考になると思っ
ています。

国立健康危機管理研究機構
副理事長

脇田隆字先生

本研修に携わる先生方が、研修生に向けた言葉を語りました。
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感染症危機管理リーダーシップ研修

厚生労働省委託事業：感染症危機管理リーダーシップ人材育成事業

感染症危機管理対応を行う地域のリーダーシップ人材育成のための

研修生と本研修に携わる先生方が、開会式会場にて集合写真を撮影しました。
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